
空 、 陸 、 海

ヴ ァー ジニ ア ・ウル フの イメ ジャ リ研 究

太 田 素 子

20世 紀 初頭 の モ ダニ ズムの作 家 の一 人で あ るVirginiaWoolfは 、 い わ ゆ る伝 統 的 な

ス トー リー の展開 や登場 人物 の心理描 写 を意 識的 に避 け る代 わ りに、一つ には イ メー ジ

の 多用 に よって言葉 の純 化 の試 み を してい る と思 われ る。Woolf自 身 は、 イ メー ジ にっ

い て、 日記の 中 で以下 の よ うに述べ て い る。

WhatimagescanIreachtoconveywhatImeanP....Lifeis ,soberlyandaccurately,

theoddestaffair;hasinittheessenceofreality .(P.101。)

さ らに、彼 女 は7勉 肱06sに お け るイ メー ジの 重要性 につ いて、 日記 で言 及 して い る。

Whatinterestsme_.wasthefreedomandboldnesswithwhichmyimagination

pickedup,usedandtossedasidealltheimages,symbolswhichIhadprepared.1
くり

amsurethatthisistherightwayofusingthem .(p.169.)

この よ うに、Woolfが 重 要視 し、 多用 して い るイ メー ジで あるが、 その研 究 に関 して い

えば 、個 々の作 品 の個 々の場 面 の イ メー ジの意味 を分 析 した研 究 は あ るが 、 その場 限 り

の ものが 多 く、Woolfの 作 品世 界全体 の 中での、一 貫性 と相 関性 が きわめ て薄 い と言わ

ざる をえな い。 海や 灯 台につ い ては何 を象徴 す るか とい う論議 が繰 り返 しな されて きた

が 、 これ だけで は彼女 の イ メー ジの体 系 化 と しては十分 とは い えない。VirginiaWoolf

の イメー ジ を跡付 けて い く時 、一つ の体 系 の中 で個 々の イ メー ジが どの よ うな相 関性 を

もって作 品世 界全体 と関 わ って くるのか が重要 と思 われ るか らで あ る。 この様 な視 点 で、

個 々の イ メー ジの中 で繰 り返 し用 い られ重 要 と思 われ る もの を分 析 し体 系 化 して い くと、

「空 、陸、 海」とい う相 関 す る三 つ の要素 に行 き着 く。Woolfは 、特 に この 三要素 の みで

構 成 され 、登場 人物 の全 く出て こないsectionを 小 説 に挿 入す る試 み を二度 してい る。最

初 は・7b漉6属9玩 加 鋸6の 第二部"TimePasses"で あ る。 そ して、 「空 、陸 、海」 と
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い う 自然 描 写 の み で 独 立 し たsectionが 最 も重 要 な 役 割 を担 うの は 、 乃6肱 〃6sの

descriptivesectionsで あ る。 六 人 の 登 場 人 物 の 独 白の み で 展 開 す るmonologuesec・

tionsと 交 互 に 挿 入 され る このdescriptivesectionsに つ い て 、VirginiaWoolfは 日記

の 中で 以 下 の よ うに述 べ て い る。

Theinterludes[云6.thedescriptivesections]areverydifficult,yetIthinkessentia1;

soastobridgeandalsotogiveabackgroundthesea;insensitivenature.

(p.153.)

本論 で は、 この7漉 肱06sのdescriptivesectionsに 主 として着 目しつつ 、Virginia

Woolfの 空 、陸 、海の イ メー ジ を考 察 し、 さ らに 、空 と陸、 陸 と海 、海 と空 をそれ ぞれ

つ な く・イ メー ジにつ いて もふ れて い くこ とで、VirginiaWoolfの イメジ ャ リの世 界 と作

品世 界 の関係 を考 えて い きたい。

(1)空

日の 出か ら 日没 まで を描 く7二勉 陥06sのdescriptivesectionsに お いて、空 を主 と し

て構 成 して い るのは、 太 陽 と雲 で あ る。 まず 太陽 を取 り上 げて い く。 太 陽は支 配的 な力

を もって運行 しつ つ 、一 日を推移 させ 、 その 日の 出 か ら 日没 までが 、六 人の登 場 人物 の

誕 生か ら死 と完全 に重 な り・合 って 、人 の誕生 か ら死 まで を一方 方 向に導 い てい く 「時計

の時 間」 をあ らわ して い る。 人 は、 それ ぞれ に 自我 を持 ち、互 いに傷つ け合 い 、又 、孤

立 しつ つ 、 この決 して逆行 す るこ とな く、容 赦 な く老 い と死へ と等間 隔 に運 行 す る 「時

計の 時 間」に支 配 され て い る とVirginiaWoolfは 考 えて いた。 そ して、 この よ うな 「時
にラ ゆ

計 の 時 間 」 を彼 女 は"theflightoftime"と 表 現 し、"thedwindlingoflife"の 役 割 を
せ い

果 た す もの と言 っ て い る。 〃 欝.Dα 〃oωの のClarissaは 自 らの 残 りの 生(life)を 次 第 に

削 り と っ て い く この 「時 計 の 時 間 」 を 日時 計(dial,p.34)の イ メー ジで み て い る。 さ ら

に 、M鴬.Do〃oz〃 ¢yの 中 で 何 度 も繰 り返 され る"Fearnomoretheheato'thesun"の

一 節 が あ る
。こ れ はShakespeareのC遡 ∂θγ勿6に 出 て くる挽 歌 の 一 節 で あ り、この 太 陽

せ い

も、生 を支 配 す る苛 酷 な 「時計 の時 間」 を表 わ して、死 の安 息の 中で もはや 恐 れ る必 要

は ない と唄 われ るので あ る。

7勉 陥 θ6sは 、"Thesunhadnotyetrisen,"(P.5.)と い う文 章 で始 まる。 そ して 、

最初 のmonologuesectionで は、六 人の登場 人物 が未 だ苛 酷 な時計 の時 間 も、又、 それ
せ い

に支配 され た孤 立 した苛 酷 な生(life)も 意識 して いない幸福 な子供 時代 が描 かれ る。 し

か し、"thesunsharpenedthewallofthehouse"(P.5。)と い う文 章 と呼 応 して、彼

らは次 第 に 自我 を主 張 しあい、子 供 な りに、愛 と憎 しみ 、喜 び と悲 しみ等 を経験 して い
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くので あ る。そ こか ら、Perciva1の 送別 会 が行 われ る第4sectionま で太 陽 は どん どん高

く昇 って い く。彼 らは、学校 へ 、大 学へ 、 さ らに仕 事や 社 交生 活へ と、 それ ぞれ別 れて

い く。 そ して、彼 らは、 自らの孤 立状 態 を意 識 し、つ なが りを求 め て集 ま るの で あ る。

しか し、 ここ までの 時点 では、 彼 らの孤 立状 態 はそれ程 深刻 では な い。 天頂 に至 る まで

の太 陽 は登場 人物 に輝 きを与 え るか らであ る。背後 に太陽 の輝 きを帯 び る彼 らは、 まだ

せい

若 く、残 され た生 の方 が長 い。Perciva1の 送 別 会 まで は、太 陽の輝 きは彼 らに青春 を謳
せい

歌 す る若 々 しい生 の活 力 を与 えて い る為 、孤 立状 態 はそれ程 深刻 に顕 在 化 して い ない。

Percivalの 送別 会 の後、"thesunhadrisentoitsfullheight"と 描 か れたdescrip・

tivesectionの 太 陽 は、 その後 、"...burntuncompromising,undeniable"(p.105.)、

"struckstraightuponthehouse"(p
.107.)と 描 かれ て、 凋落へ と否応 な く非妥協 的 な

力 を行 使 し始 め る。そ して、六 人 の登場 人物 の憧 れ の的 で あっ たPercivalの 死 が語 られ

る時 、太 陽 はその苛 酷 な様相 を露 わにす るの で あ る。太 陽 は沈 み始 め、 六 人の凋 落期 が
せい

始 まる。 太陽 は、 天頂 に至 るまでの ひ とと き、 その輝 きで彼 らに生 の活 力 を与 えはす る

が、終 始一 貫 、彼 らの 生か ら死へ の移 行 に関 与 し、老 い と死 とい う終 点へ と苛 酷 な まで

に否 応 な く引 きず っ てい く力で あ った。そ して、これ こそVirginiaWoolfが 言 うとこ ろ

の時 計の 時間 で あ り、嫌 悪 しつ つ支配 され、 そ こか らの解放 を夢 見つ つ遂 に完全 に は果

た しえなか った存在 で あ った。

以上 、考 察 して きた よ うに、太 陽 は空 の イ メー ジの 中で も主要 な役 割 を帯 び て、陸上

の人 間 を苛 酷 に支配 す る時計 の 時間 を表 わ して い る と言 え よ う。 しか し、空 に は、 も う

一 っVirginiaWoolfが 着 目 した要 素 が含 まれ て い る
。それ は 「雲 」であ る。雲 はdescrip・

tivesectionsに お いて、 それ程 しば しば登 場 す るわ けで は ないが 、重 要 な役割 を帯 びて

い るの も確 か で あ る。六 人 の登 場 人 物 が 、若 さの盛 りを こ え て 人生 の 下 り坂 に 入 り

descriptivesectionで 太 陽が"thesunnolongerstoodinthemiddleofthesky"(p.

117.)と 語 られ る時、 太 陽は"_caughtontheedgeofacloud"(P.117.)と い う風 に

雲 と共 に描 か れ る。 そ して 、太 陽が 天頂 をこえ て沈 み始 め る時 、雲 は以下 の様 に描 か れ

て い る。

theislandsofcloudhadgainedindensityanddrewthemselvesacrossthesunsothat

rockswentsuddenlyblack.(p.129.)

雲 は、 沈 みゆ く太陽 とともに現 われ て太陽 を蔽 って闇 を もた らす不 吉 な姿 を表 わ し、六

人の下 り坂 に さ しかか った 人生 と、 その避 けが たい終点 で あ る死 を示 唆す る。雲 は、 同

じ役割 を帯 び てmonologuesectionに も登場 す る。Percivalの 死 は雲 と共 に示 唆 されて

い る。
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Peakedclouds_voyageoveraskydarklikepolishedwhalebone....

Nowtheagonybegins;nowthehorrorhasseizedmewithitsfangs. (P.105.)

せい

この よ うに、太 陽の輝 きを否 定す る力で あ る雲 は、 又、 生の輝 きで はな く生の変 転 きわ

ま りな い様相 と重ね合 わ され て い る。

Lifepasses.Thecloudschangeperpetuallyoverourhouses._Meetingandparting,

weassembled三fferentforms,makedifferentpatterns.(p.121.)

せ い

これ までの六 人の生 をBernardが 振 り返 って要約 す る最 終 のmonologuesectionで 、彼

が"Ichangenomore"(p.209.)と 感 じて最終 世 界 に到 達 す る時、彼 は、対比 的 に、変

転 きわ ま りな い要素 と しての雲 にっ い て"thiscloudthatchangeswiththeleast

breath,nightandday_"(P.209.)と 語 ってい る。 陸上 の住 人で あ る人間 は、否 応 な く

空 に直面 させ られて い る。 そ して、苛 酷 な時 計の 時間 と しての 太陽 が避 けが た いの と同
せい

様、その太陽の輝 きの部分 さえ騎 らせ て、苛酷な時計の時間の もたらす、生の移 ろいや
せい

すさ、変転極 まりない様相 を一層 露呈する雲 も又、人には避 けがたいのである。人を生
せい

の終点 へ と否応 な く引 きず って い くの は太 陽の役 割 で あるが 、生 の輝 きを騎 らせ て苛 酷

な変転 を強 調す る雲 は、 主 として"change"と い う語 と共 に描 か れて 、 そ こに別 離 、再
せい

会、 そ して別離 とい った生の変 転 の様相 が 、重 ね られて い くので あ る。

descriptivesectionに お いて、「日が沈 み か けた」時 、"nowtherewasonlytheliquid

shadowofthecloud"(p.148.)と い う風 に、再 度 、雲 が描 かれ る。 ここには 、水 を表

わす"liquid"が 用 い られ る こ とで、水 と溶 け合 い一体 化 す る とい う雲 の可能 性 が示 唆 さ

れ て いるが これ は水 平線 の曖 昧化 と共 に、空 と海 を繋 ぐもの の ところで考 察す る。

丁肋 肱06sのdescriptivesectionsで 空 を支 配す る太 陽 は、苛 酷 な時計 の時 間 を表 わ
せ い

し、登場 人物 が若 さの盛 りに い る時 に、束 の 間、 その輝 きで彼 らに生 の活 力 を与 えつつ

も、六 人 を最 後 には避 けがた い終 点 としての死 へ 引 きず りこむ存 在 で あった。 そ して、
せい

雲は、その時計の時間の苛酷 さを強調 して、生の移 ろいやすさを露呈する役割 を果た し

ているのである。

(2)陸

空 はimpersonalに 人間 を支 配 す る時計 の 時 間 と して の太 陽 と、 その よ うな太 陽 に影

を落 と し騎 らせ 、 時計 の時 間の苛 酷 さ を強 め る作 用 の雲 か ら成 って、 人間 の一 ラ イフサ

イ クル を支 配 す る役 割 を果 た してい た。一 方、 陸 は、空 に支配 されつつ も、 その上 で人
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せい

間 が 生 を営 む 場 と し て 設 定 さ れ て い る。 〃 鳳Dα 〃oz〃の ・で は 、"theshoreoflife"(P.
せい

77.)、"thetreeoflife"(P.33.)と い う風 に、 陸 や 陸 上 に あ る もの が 人 間 の"1ife"(生)

と 結 び つ け て描 か れ て い る。Septimusも 又 、 木 を 「生 命 の 木 」 とみ な して い る(cf.,p.

せい

30.)。そ して、陸上 で生 を うけた人 間 には まず ご く当然の イ メー ジ として動物 が用 い られ

て い るの であ る。

7加 肋 θ6∫の六 人の登場 人物 は、各 々の性格 の相 違 に よって様 々では あ るが、概 ね、

動物 の イ メー ジで描か れて い る。個 々の 固有 の動物 の場合 もあ るが、特 に総体 と しての
せい

beastの イ メー ジが用 い られ るの は、死 に鋭敏 な意識 を持 つ こ とな く、その苦 悩 も生 の範

囲 内に、つ ま り陸上 に とどまる人物 に 多い。LouisとSusanとJinnyで あ る。

繰 り返 しbeastの イ メー ジ と共 に語 られ るの はLouisで あ る。幼 いLouisは 最 初 の独

白で以下 の よ うに語 って い る。

"Ihearsomethingstamping
,"saidLouis."Agreatbeast'sfootischaind.

Itstamps,andstamps,andstamps."(p.6.)

後 に は成 功 した実業 家 とな るLouisは 、終 始劣 等感 を抱 いて いる。彼 は、7物 肱02∫ の

中で"Icannotboast,formyfatherisabankerinBrisbane,andIspeakwithan

Australianaccent."(p.22.)と 繰 り返 す。 父が破 産 した オー ス トラ リアの銀行 家 で あっ

た為 、"thebestscholarintheschoo1"(P66.)で あ った彼 は進 学 をあ きらめ て働 か ね

ば な らな い。BernardやNevilleは 紳士 の息 子で あ り、そ の資産 と社会 的地位 を受 け継 い

で、 当然の よ うに大学 に進 学 す る。 二 人の よ うに芸 術 家 に な りたか ったLouisは 結 局 、

実 業家 として成功 をお さめ、他 の二 人 よ り金持 ちに なるが、終生 、詩 人 にな るこ とを夢

見 なが ら、実務 と事 務所 か ら離 れ られ なか った。彼 には、"thechainedbeaststamping"
せい

(p.42,p,48.,etc.)の イ メー ジが繰 り返 し用 い られ る。生 を実務的 現実 的側面 で しか とら
∂

え な い 彼 は確 か にbeastで あ る 。しか も、beastに 安 住 出 来 な い が 故 に 常 に鎖 に繋 が れ て

い る と い う意 識 が 強 い 。 同様 に彼 は"alsothecagedtiger"(p.126.)で あ り、 「ロ包障 す

る」(P.97.)"asavage"(P.100.)で あ っ た。

一 方
、都 会 と社 交 界 と人 工 的 で 華 や か な こ とが 好 き なJinnyに も 又 、beastの イ メー ジ

が 用 い られ て い る。 彼 女 は"thebeastoftheforest"(P.126.)で あ り"alittleanima1"

せい

(P.137.)で あ る。"likeaIittledo9"と も描か れ てい る。彼 女 は、生 の"hereandnow"

を限 りな く享受 しよ う とす る。彼 女 は、若 さの凋落 を恐 れつ つ も死 につ いて は考 えず に、

現在 この瞬 間 を楽 しも うとす る。 それ 故、彼 女 は、動物 の生 息す る大 自然 とは、程 遠 い

環境 にあ りなが ら も、確 かにVirginiaWoolfの 描 くbeastの イメー ジにふ さわ しい と言

え る。
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Sunanは 、 自然 が 好 きで 、 農 夫 の 妻 の 道 を選 び 、 夫 や 子 供 た ち と共 に 自然 に 囲 まれ て

暮 らす こ と に 充 足 し て い る。"astylizedimageofgrainlandandruralskyatdawn

ゆ

throughwhichsheistypified."と 評 され るSusanも 又 、beastの イ メー ジ で 語 られ る 。

彼 女 は"awildbeast"(p,86.)で あ り"likeananimal"(p.94.)で あ り"acatora

fox"(P.71.)で あ る。 彼 女 は 強 い 感 情 の 持 ち主 で あ り、"theonlysayingsIunderstand

せい

arecriesoflove,hate,rage,andpain."(p.94.)と 自 ら 言 っ て い る 。 彼 女 は ま さ に 生

せい

に充足 し、生の現実 しか見ず、死を意識することはない。愛 も憎 しみ も怒 りも苦悩 も全
せい

て 、生 の 現 実 内 の 感 情 で あ る こ とは 、Louisの 劣 等 感 やJinnyの 享 楽 を求 め る 姿 勢 と 同 じ

で あ る。 そ ん なSusanは 母 性 愛 に 関 して も、"Ishallbedebasedandhide-boundby

thebestialandbeautifulpassionofmaternity."(p.94.)と 宣 言 し て い る が 、 こ こ に

も"bestia1"と い うbeastを 連 想 す る言 葉 が 用 い られ て い る。

小 説 家 志 望 のBernardは 、最 後 に死 と直 面 す る為 に総 体 と して のbeastの イ メー ジは

用 い られ な い 。 しか し結 婚 して 子 供 もい る唯 一 の 男 性 で あ る 彼 は 、 ご く普 通 の 固 有 の 動

物 の イ メー ジで 描 か れ て い る。例 え ば 、彼 は"toad"(P.55.)の よ うに 座 る し"1匡6.Ber・

nard]seemyselfbuzzingroundflowers"(p.61.)と い っ た りす る。 もっ と も、 動 物

の イ メ ー ジ で 語 られ る側 面 と共 に 、 果 敢 に死 と対 峙 して い く姿 勢 が 小 説 の 結 末 部 分 に お

せ い

いて"moth"の イ メー ジで描 かれ てい るの で、前 記の 三 人の よ うに単純 に生 の 現実 しか

見 えない訳 で はな い。
せ い

生 を 恐 れ 、最 後 に 自殺 す るRhodaは 、 動 物 の イ メー ジ と して は 、鳥 の 嚇 に 突 き さ され

る"snail"(P,143.)や 虎 に 飛 び か か られ る イ メ ー ジ(P.47,P.75,P.93,etc.)と い う終

せ い

始生 を脅か され るイ メー ジで描 か れて い る。 彼 女は 陸の動 物 た りえず 、死 の側面 を表 わ

す 水の連 想 で語 られ るこ とが 多い。まさに、彼女 は"thenymphofthefountainalways

wet"(p.84.)そ の もの で あ るが、鳥 の嗜 や水 の イ メー ジにつ いて は後述 す る。

せい

上記の様に、動物のイメー ジと登場人物の生の側面 を重ね合 わせ ることは、当然す ぎ

て直接的短絡的 な感 じも否め ないが、空、陸、海の イメージの相関性 を考察す るにあた
ゆ

って は、欠 かせ ない イ メー ジで もあ る。

蹄6肱06sに お いて は、太 陽が昇 るにつ れて 、陸 は次 第に その輪郭 を明確 に し、動 物

た ちは その行 動 に よって 自分 の存 在 を主張 し始 め るが、 この 自己の存 在主 張 と深 く関 わ

るの が部屋 の イ メー ジで あ る。VirginiaWoolf特 有 の イ メー ジ として の部屋 と、その付

属 物 で あ る扉、 窓、 壁等 につ いては、既 に別の 機会 に考 察 して い るの で、 ここで は要 約
　

に とどめ た い。

VirginiaWoolfの 部 屋 は基 本的 には、個 我(self)を 表 わす。 部屋 は壁 に よって、他

者 か ら又、 悠 久の 時間か ら区切 られ た1ラ イフサ イ クルの個 我 で ある。 区切 られ て い る
せい

が故に生 じる葛藤 と、生 を維持する一単位 としての壁の否定 し難 さを、丁勉 γの㎎60厩
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のRachelは"Ihatethesedivisions_.whyshouldonebeshutupallbyoneselfin

aroom."(pp.369-370.)と 嘆 じて いる。 この よ うな状況 の部屋 にあ って、扉 か ら入 って

くるの は、苛 酷 な時計の 時間 に支 配 され た苛 酷 な現実 で ある。 そ して、 窓の外 に見 える

のは窓 ガ ラスの フ ィル ター が かか って美 し くみ えるvisionな ので ある。

7物 肱 〃6∫におい て、Louisの とらわれて い る"attic"とNevilleの 閉 じこ もる書 斎

は、孤 立 か らの解放 を夢 見 る部 屋 で ある。Jinnyは 人々の 出入 りす る社交 の部屋 を享 楽す

るが、Susanは 扉 を閉 め き り窓 か ら しか外 を見 よ う とせ ず に充 足 して い る。 反 対 に

Rhodaは 、扉 とそ こか ら侵 入 す る ものへ の怯 えのみ で描 かれ、"Thedooropens.The

tigerleaps."(p.26,p.43,p.75,p.77,p.93,etc.)と 繰 り返 し語 られ る。 又、個我 の枠

で あ る壁 を鋭 く意識 す るBernardは 、最終 セ クシ ョンで個 我 の仕 切 り壁 が喪失 し六 人の

合体 した"theworldseenwithoutaself"(P.204.)を 体 験す るの であ る。

さらに、植物 もVirginiaWoolfに とって重 要 なイ メー ジ と言 える。苛酷 な役 割 を果 た

す 空の支配 下 に あって否応 な く動 物 として描 かれ部 屋 に とらわれ てい る人間の 苛酷 な状

況 を示 す これ まで の 相 当厳 しい イ メー ジ とは 異 な り、植 物 の イ メー ジ は、Virginia
せい

Woolfが 生 の範 囲 内で 到達 した最 も素 晴 ら しい状 態 と しての"moment"を 表 わ して い

る。VirginiaWoolfは"moment"を 、他 の小 説 にお いて も"amatchburningina

crocus"(〃 鳳Dα 〃oω¢y,p.36.)や"budsonthetreeoflife,flowersofdarkness"

(乃∫4.,p.33.)と い う風 に植 物 と関連 させ て美 し く描 いて いる。7劾 陥 薦 にお いて も、

二 度のパ ー テ ィで二 度達成 され る 「瞬 間」 は赤 い カー ネー シ ョンの イ メー ジ と共 に描か

れて い る。

第一 のパー テ ィで あるPercivalの 送 別 会 で、六 人の 苛立 ちや 孤 立感 はPercivalの 到

着 と共 に消 え去 り、Percivalを 中心 に した一体 感 が生 まれ る。 この場 面 は、赤 いカー ネ

ー シ ョンの イ メー ジ と共 に以下 の様 に語 られ る。

Thereisaredcarnationinthatvase.

nowaseven・sidedflower.(p。91.)

Asinglefloweraswesatherewaiting,but

さ らに、Percivalの 死後 、今一度 六 人が会 食す る二度 目のパ ー テ ィで、六 人が一体 感 を

持 つ素 晴 らしい 「瞬間 」、Perciva1の 送別 会 の 「瞬 間」の再現 が赤 いカー ネー シ ョン と共

に語 られ る。

theflower...theredcarnationthatstoodinthevaseonthetableoftherestaurant

whenwedinedtogetherwithPercival,isbecomeasix-sidedflower,madeofsix

lives.(p.162)
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この よ うに、植 物 の イ メー ジは、 「瞬 間」の素 晴 ら しさ を表 わす イ メー ジ と して用 い られ

て い るの で あ る。

以上 、陸 を構 成す る主要 な イ メー ジ を跡づ け る事 で、VirginiaWoolfが 陸 を様 々 な人
せい

間 の生 の場 と して設定 して い るこ とを明 らか に して きた。空 と陸 の両方 を考 察 し終 えた

こ こで 、空 と陸 を繋 ぐイ メー ジに触れ てお きたい。 それ は、 鳥 と蛾 の イメー ジで あ る。

これ らは 、陸上 の生物 で あ りなが ら、 飛ぶ こ とで他 の生 物 よ りも空 に近 い存在 で もあ る。

鳥 は陸上 の生 物 で あ りなが ら飛 ぶ こ とで空 の 力 を帯 びて描 か れて い る。 しか も、 鳥 は

永遠 に飛 び続 ける訳 には いか ない。 鳥 は陸上 の生物 として、陸 の属性 を切 り捨 て るこ と

は 出来 ない。 この二つ の相 反す る状 態 が鳥 を特 徴づ けて い る。 飛 んで い る間 、鳥 は或 る

意味 で太 陽 の力即 ち苛 酷 な時計 の 時間 の攻撃 性 を帯 びて描 かれ て い る。 この側面 は特 に

鳥 の噛(beak>の イ メー ジで描 か れ る。 太 陽が昇 るにつ れ て、 空高 く舞 い上 が る鳥 は、

"gazingstraightatsuntheir匡abirds']eyesbecamegoldbeads"(p
.53)と 太 陽の

金色 を目に帯 び るや 否や 、功 撃性 を発 揮 して"Thegold-eyedbirds._plungedthetips

oftheirbeakssavagelyintothestickymixture"(P.54)と"snailshell"(P。53)に

噴 を突 っ込 んで破壊 す る。それ は ま さに先 述 のRhodaの 体 験 した イ メー ジで あ った。太

陽 が天 頂 に昇 りつめ る まで、 鳥 は"theydescended,dry-beaked,ruthless,abrupt"

"theytappedfuriously"(p .78)と 描 かれ て、 太陽 の即 ち苛酷 な時計 の時 間 さなが らに 、

人間 を脅 か し残 忍 に飛 びか か って くる攻撃性 を持 つ 。 さ らに、鳥 の嗜 りは 、太 陽の輝 き

の部分 を反映 して い る。太 陽 が沈 み始 め る と、鳥 は廟 りを止 めて 木 に とま り("perch"p.

148.)、 日没 と共 に姿 を消 す。その最後 の場 面 で鳥 は"abird,perchedonanash・colored

twig,sippedabeakfullofcoldwater"(p.148.)と 、死 を連 想す る 「水 」 を飲 む様子

で描 か れて い る。 鳥 は、 空へ 舞 い上 が る時 、太 陽の輝 き と攻撃性 を帯 び なが ら、 日が 沈

み 始め る と木 に とま って 陸の 生物 の属性 に戻 らざる をえな い。 しか も、一旦 太 陽の属性

を帯 び たが 故 に、陸 の生物 に戻 りきれ ない孤独 な様 子 は、以下 の よ うに描 かれ て い る。

We[云6.thecharacters]whohavesunglikeeagerbirdseachhisownsongand

tappedwiththeremorselessandsavageegotismoftheyoungourownsnail・shelltill

itcracked...orperchedsolitaryoutside.(P.88.)

空 に舞 い上がる時、その嚇 りと容赦な く攻撃す る嗜に太陽の力を帯びていた鳥は、陸の

属性 を棄 て切れない故に、枝 にとまる孤独 な姿 を合わせ持 って空 と陸の要素 を繋 ぐ役割

を果た しているのである。

さらに、 もう一つの陸に属 しつつ飛ぶ生 き物の イメージ として、蛾(moth)が ある。
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VirginiaWoolfは 蛾 に特別 な意味 を持 たせ 、表題 に も蛾 を入れ た"TheDeathofthe

くの

Moth"と い う 自 ら の エ ッ セ イ の 中 で 、 蛾 を"atinybeadofpurelife"で あ り

　"vigorously"に 死 に向 か
って突進 して い く存在 と して描 いて い る。死 が圧 倒 的 な威 力 を

もって避 けがた ければ避 けが た い程 、"atinybeadofpurelife"と しての蛾 の 存在 は
せい

美 し く価値 あ る もの とな る。 蛾は まさ し く生 の燈め きで あ り、避 けが た い死 の連 想 を伴
せい

うが故 に一 層煙 め いて、生 の中 に瞬 間的 に散 りばめ られ た"themomentofillumina.
せい

tion"と 重 な り合 う。 硬 い ガ ラ ス に果 敢 に 突 進 して い く蛾 は 、 生 を こ よ な く愛 しつ つ

"Deathistheenemy"と 叫 ん で 果 敢 に死 に 向 か
っ て 突 進 して い くBernardで も あ る。

NevilleもBernardを 評 して 、"Amoth・likeimpetuositydashingitselfagainsthard

glass"(P。62.)と 言 っ て い る。 こ の"moth"の イ メ ー ジ は 、Bernardのsummingup

sectionに も 、 再 度 登 場 す る。

Thisshadow_.haspower_tosendme[云2,Bernard]dash五nglikeamothfrom

candletocandle.(p.208.)

せい

VirginiaWoolfの 描 く蛾は、死 すべ き側 面 の強調故 に一 層、可能 な限 り生 を生 きる人間

の果敢 さ と煙 め きと重 ねあわ され てい る。7物 肱 〃θsの 原題 は7劾 掘o廊 で あった。

蛾 の イ メー ジ を持つBernardが 、小 説 の最終部 分 で、果敢 に死 に向か って突進 してい く

"Againstyou
,Iflingmyself,unvanquishedandunyielding,ODeath!"(p.211.)は

7劾 〃o〃空 とい う原題 にふ さわ しい。 しか し、作 品 が そこで終 わ らず に、 「最終 部分 に　
は、 ……波 の介入 が必要 」 と考 えた作 者が"Thewavesbrokeontheshore"(p.211.)

とい う一文 を小 説 の しめ くく りに用 いた為 に、 τ勉 忽o燃 よ りも7加 肱06sの 方 がふ

さわ しい表題 とな った ので ある。 この こ とは、次 の海 の イ メー ジの ところで 明 らかに し

て い きた い。

(3)海

それ では、海 は何 を意味 す るのか。VirginiaWoolfに つ いて考 え る時 、水や 海の イ メ

ー ジな くしては語れ な い。彼 女 は、 自らの作 品の 中で しば しば この イメー ジを用 いてい

る。処 女作 の表題 が7劾y∂ 嘱彰0曜 で、実際 に も船 旅が描 か れて い る。 その後 も、彼

女 は海の イ メー ジにこだ わ り続 け、7b伽 五勧 漉o鋸 ¢7物 既 θ28と 代表 作 の表題 に

も用 いてい る。 海の イメー ジの意味 す る とこ ろにつ いては、 これ まで も多 く論 じられ て

きたが、 ここでは、JamesNaremoreの 以下 の定義 をあげ てお きたい。

thisseaworld,aretreatfromactivecontactwithlifewhichimpliesakindofdeath,
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VirginiaWoolfrecognizesthedangersimplicitinabandoningoneselftosucha

world,butatthesametimeitrepresentsforheranintensevisionofreality,and 　の
muchofherfictionreflectsherdesiretobeunifiedwithit,

"activecontactwithlife"と しての陸 に対 して
、海 は そ こか らの一種 の撒 退 として死

の様相 を帯 びて い る とは重要 な指摘 で あろ う。そ してVirginiaWoolfは 常 に死 を、表裏

をなす二面性 で認 識 してい るので あ る。 まず死 は、 これ まで繰 り返 し述べ て きた よ うに、

時計 の時 間に支配 され た個我 の終点 としての死 とい う側面 を もつ 。老 い と衰退 を伴 いつ
せい

つ 、時計 の時 間が不 可 逆的 に追 い込 んでゆ く死で あ り、生 の 「瞬間」 を享受 したい人間

が恐 れ嫌悪 した死で あ る。それ は ま さし く 丁勉 陥 か6sの 最終 場面 でBernardが"Death
く　 せい

istheenemy"と 叫ん だ死 で あ り、"theseaeatingthegroundwestandon"と 、生の

陸 を侵 食 し脅 か す 存在 で あ る。死 の この よ うな側面 が避 けが た い とは い え、Virginia

Woolfは 死 の もう一 つの側 面 に魅せ られ て もいた。それ は、時計 の時間か らの解放 を意

味 す る"embrace"と しての 死の 側面 で あ る。 〃内.IDα〃oωαyのClarissaは 自分 の分 身

で あるSeptimusの 自殺 を知 って以下 の よ うに、死 につ いて感 じて い る。

Athingtherewasthatmattered;_.Thishehadpreserved.Deathwasdefiance.

Deathwasanattempttocommunicate,....Therewasanembraceindeath.(p.202.)

これ は 、 前 述 した"Fearnomoretheheato'thesun"の 世 界 で あ り、 時 計 の 時 間 の 脅

　 せい

威 か らの解放 で もあ り、 ま さに"thecaressofthesea"の 世 界で あ る。 この死 は、生

の もた らす様 々 な試練や 恐怖 や衰退 か ら究極的 に逃 れ る手段 で もあった。 しか も、死 は

常 に相 反 す るこの二面性 の共 存の上 に成 り立 って い る とい うのが、VirginiaWoolfの 死

に対 す る考 え方 で あ った。

死 をこ えず に は体 験出来 ない海 は、 しか し、死 だ けを意味 す るの では ない。海 は、個

の 死 を通 して しか 見 えないvisionの 世 界、Naremoreの いわ ゆ る"anintensevisionof

reality"と 言 え よ う。生 きてい る限 り、個 我 と他 を仕切 って いる隔壁 が存在 し、それ故 に
せい

お こる孤独 と傷 つ け合 いか ら人は逃 れ るこ とは出来 ない。生 の 中にmomentaryvision

と して 「瞬間 」を追 い求 め て遂 にその 「瞬間 」の脆 さ しか 見 えな くなったWoolfが 丁加

肱 〃6Sの 最終 段階 に於 いて求 めて い くの は、個我 の壁 の喪 失で あ り、これ には当然 の こ

と として死 が ともな って くる。 波 の イメー ジ と共 に個我 の壁 の喪失 の可能性 を語 った箇

所 をあげ る。

Icouldnotcollectmyself;Icouldnotdistinguishmyself;._Icouldnotrecover

myselffromthatendlessthrowingaway....overtheroughenedwatertobecome
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wavesinthesea._Wasthisthen,thisstreamingawaymixedwithSusan ,Jinny,
Neville,Rhoda,Louis,asortofdeathPAnewassemblyofelementsP(p .198.)

六 人 の 登 場 人 物 が 、 個 我 を仕 切 る隔 壁 か ら解 放 さ れ て 眺 め る世 界 は"theworldseen

withoutaself"(P.204.)と 語 られ る。 死 に 立 ち 向 か っ て い く直 前 に
、"Heisdead,the

manIcalled`Bernard'."(p.206.)と 一 種 の 擬 似 死 体 験 を し たBernardが 見 たvisionの

世 界 は 以 下 の 通 りで あ る。

AndnowIask,`WhoamIP'IhavebeentalkingofBernard ,Neville,Jinny,Susan,

Rhoda,andLouis.AmIallofthemP _.nowPercivalisdead,_.wearedivided;we

arenothere.Yet_.Thereisnodivisionbetweenmeandthem .AsItalkedIfelt
`Iamyou

.'Thisdifferencewemadesomuchof,thisidentitywesofeverishly

cherish,wasovercome,(p.205.)

こ こでBernardは 、個 我 を隔 てて いた壁 の喪 失 を体 験 し、他 の五 人 と融合 す る。 この世

界がBernardに よ って先 に"theworldseenwithoutaself"と 呼 ば れ たvisionの 世 界

なの で ある。 しか し、生 存 を続 け る限 り、 この 状態 は続 かず 崩壊 せ ざるを えな い。 小説

の最 終 場 面 でBernardは"ODeath!"と 死 に向 か って 直進 して い くこ とで このvision

の世 界 を最終 的 に手 に入 れ よ うとす るの で ある。彼 は、 その世 界 を"thisistheeternal

renewal,theincessantriseandfallandriseagain ,""Andinmetoothewave

rises."(pp210-11.)と い う風 に波 と重 ね あわせ て感 じて い る。 波 は悠 久の 時空 の海 を構

成 す る。 波 の一つ 一つ は個 々 の一 ラ イフサ イ クルか ら成 り、 その 一つ一 つ は個 の 肉体 の
せい

死 に よって終 るが、 又、 「不 断 に再 生」され無 限 に生 の波動 を繰 り返 して い く。個 の死 を

　
こえて一 ライ フサ イ クルの彼 方 に垣 間見 られ た この波 の世 界 が、作 者 の いわゆ るvision

の世 界で あ り、作 者 の分 身 とも言 えるBernardは 、そ こに身 を投 じるこ とで死 を選 びつ

つ 最終 的 にvisionを つ か む こ とにな るの であ る。

さ らに海 と陸 を繋 ぐイ メー ジにつ いて考 えて い く。 海 と陸 を区切 ってい るの は死 であ

るか ら両 者 は 容 易 に繋 が れ な い よ うに見 え るが、 二 面 的 な 死 の 意 識 を もつVirginia

Woolfは 、好 ん で陸の 住 人で あ る人間 を描 きつつ 海 の イ メー・ジをち りばめ て いる。 この

イ メー ジには、 二通 りの 意味 が あ る。 一つ はmomentaryvisionの 達 成 と して、瞬 間的

にで はあ るが海 を自由 に泳 ぎ まわ るイ メー ジで、〃 駕.Dα 〃oz〃のノのClarissaの イ メー ジ
　 　

と して の"diver"と"mermaid"が あ げ られ る。一 方 、死 の 色 濃 い海 の イ メー ジ は 、Claris-
　

saの 分 身Septimusを 描 く"drownedsailor"に も 明 らか で あ る が 、7劾 陥 〃θ∫に お い
せい

て も、陸 の住 人 であ りなが ら現 実 の生 に順 応 出来 ず、 鳥 の嚇 に突 き刺 され る蝸牛 の イ メ

ー ジで描 かれ るRhodaが
、水 の イ メー ジ と共 に語 られて い る。水 の 入 ったbasinを 揺 ら
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し、 白 い 花 び ら を浮 か べ て 舟 に 見 立 て(p.30,p.76,etc.)、"thenymphofthefountain

alwayswet"(P.84.)と 描 か れ るRhodaは 、 水 の イ メー ジの もつ 死 の 側 面 を色 濃 く体 現

し て い る と言 え よ う。

さ ら に 、 空 と海 を繋 ぐイ メー ジで あ る が 、descriptivesectionの 日 の 出 前 と 日没 後 の

描 写 が 示 唆 的 で あ る。 こ こ に は 人 間 は 存 在 せ ず 、 た だ 海 と空 の 境 界 線 が 不 分 明 に な り う

る こ とが指 摘 さ れ て い る。こ こ に、空 と陸 と海 の相 関 性 へ の 鍵 の 一 つ が あ る。丁舵 肱 ρ6S

のdescriptivesectionに お い て 最 初 と最 後 つ ま り六 人 の 登 場 人 物 の 誕 生 と死 に 重 な る

部 分 に お い て 、"Thesunhadnotyetrisen.Theseawasindistinguishablefromthe

sky"(p.1.)"Nowthesunhadsunk.Skyandseawereindistinguishable."(p.167.)

せ い

とい う風 に海 と空 は"indistinguishable"と 描 か れて い る。登場 人物 が生 きてい る間 、生

をimpersona1に 支 配 す る空 と、死 の彼 方 のvisionで あ る海 とい う、空 と海 の境 界線 は 明

確 であ るが、 死 は この 二つ の要素 を溶 け合 わせ 分 別 出来 な くして い るの で あ る。 日の 出
せい

か ら 日没 とい う一・人 の人 間の一 ライ フサ イ クルの 生 の境 界 線 をこえた ところで空 と海 は
せい

合体す る。一ライルサ イクルの生 を通 してみれば、空は人を死へ引きず り込む苛酷な太
へ
陽 に代 表 され る存在 で あ った。 しか し、先 に もふれ たが 、雲 に流動体(liquid,p.148.)

の イメー ジ を重 ね るのが 可能 なよ うに、個 の一 ライフサ イ クル を こえて見 る時 、時計 の

時間 は悠久 の 時 を刻 ん で、死 の彼 方 に拡 が る悠 久 の時 空の海 と重 な り合 って、 空、 陸、

海 の表 わす 意味 と相 関性 が 完成 す るので あ る。

以 上、VirginiaWoolfの 用 い るイ メー ジを、空、陸、海 とい う三要 素 に分類 し、 さら

にその相 関性 を考 察 して きた。 この よ うに体 系化 す るこ とに よって、 時計 の時 間 とそれ

に支 配 され た人 間、死 を通 して見 るvisionの 世 界 とい うVirginiaWoolfの 作 品世 界の

根 本問題 が 、空 、陸 、海 にイ メー ジ化 され て い るこ とがわか る。

　
IamrighttoseekthestationwhenceIcansetmypeopleagainsttimeandthesea.

(下 線 筆 者)

この よ うに 日記 に記 したVirginiaWoolfは 、この空 、陸 、海の イ メジャ リを、彼 女 の作

品世 界 の頂 点 とも限 界 ともい える η26肱 θ6sと い う小説 の 中に見事 に集約 した とい え

るの で あ る。
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